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研究成果の概要（和文光

情報活用能力のイI1Imiであるコミュニケーション能ﾉﾉを育成するための実践・評''1『手法の開
発を試みた。その結果、ｌ）１割語科Ｌ社会科を横断したメディア制作と交流学習を取り入れた
モデルプランを開発、２）評｛,11i手法としてコミュニケーション場面における評価指標（ルーブ
リック）の開発及びパフォーマンス評価による検証、３）教師の授業設計・交流支援を行うＷ
ｅｂサービスの織築を行うことができた。

研究成果の概要（英文）：
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交付決定額

(金額単位：｜【]）

1W]接経fIi 合計IIT接経費

2.080DOC2008年度 J８ｑＯＯＣ1.600.000

910.00Ｃ2009年腰 700000 Z１０００Ｃ

9IｑＯＯＣ２０１０年腱 700000 210.00Ｃ

年度

年度

9０００００ 3900000総計 3.000.00（

研究分野：教育工学・Ｉｌ１ｉ報教育

科研費の分科・細目：教育に学

キーワード：情報新川能上Ｉ１１ｆ報モラルコミュニケーション‘言語活動，学習評Il11i，学校間
交流学習，国際交流学ilV，，Il1Hilil教育

璽喫祝されている。国内でも学課指導喫領改
訂の〃lnjIl化の１つとして言語能力や腕解力を
砿視した教育課程が検討されている（文科
省,2005)。ところがコミュニケーション能力
には、言語習得としての位椴づけ
(ACTFL､1998）、対人関係能力の01Illni（国

Ｉ．‘研究開始当初の背餓

コミュニケーション能ﾉﾉは、ＯＥＣＤの研究
事業DeSeCo(コンピテンシーの定義と選択）
で示された３つのキー・コンピテンシー(相

互作用的に道具を川いる、異質な集団で交流
する、白律的に活動する)の構成要素として

｢1瓦接経費 |W]接経幽 合計

2008ｲ'三度 1600.000 筐180.000 2,080000

2009年度 700,000 2:0.000 91(10()０

20:０年度 700100(） ２:0,000 9[0,000

年度

作摩

総計 3,00ｑＯＯＯ 900.000 3,90ｑＯＯＯ



ン能ﾉJの構成要素の'ﾘ|確化：国語科・社会科
を樅断したモデル単元の楚理をもとに、メデ
ィアilill作を取り入れた交流学習に関するコ
ミュニケーション場1ｍを位置づけたリーフ
レットを開発した。

(2)評価手法の開発：鹿児島県・愛媛県・宮
''１iIi県・石川県・宮城D｢L内の研究協力校におけ
るフィールド調査から、Ａ）で明らかにした

交流場面に対する評l1Ilil棉標（ルーブリック）
を|M発し、パフォーマンス評価を行った結鵬
交流机下と相互評Ｉｉｌｉの視点を共有すること
による効果、相互評１１１１を取り入れる際の授捲
歴開の工夫等を明らかにすることができた。
(3)コミュニティサイトの構築：交流学課に
おける教師の授業jili川状況を支援するl1的
として特に国際交流学科を対象にした、Ｗｃ
ｂサービスの運用を行った。また、他のサー

ビスに対する訪問,捌森を尖施し、Ｗｃｂサー
ビスによる交流学ｉｌ１１述営支援の可能性につ
いて分`析を試みた。さらに、これらの成果を
もとにポータルサイトを改修し、知見の轆理
追加と、インターフェースの改善等を行った。

分2000)、論理的な言語表Ｊ１(三森」996)な
ど多様である。また、そのilLIilliには、児童を上
徒のパフォーマンスを適切に,;ilZllliし得るパ
フォーマンス課題や評価基?|'皇の設定が必要
と考えられる(ギップス.2001)。

２．研究の11的
初等.!|]等教育における|,1州i救育を軸にし

たコミュニケーション能力の育成・評Iilli法を
開発するため、具体的には以lくの３点に取り
組んだ。
(1)情搬教育の視点からコミュニケーション
能力の機成墜素の明確化:情報活川能力の柱
の－つとして、情報社会に参lIIiiするためのコ
ミュニケーション能力の椛成典素を明らか
にし、カリキュラムへ位置づけるモデルを提
案する。
(2)評価予法の開発:電子メール、テレビ会議

等、ネットワーク上のコミュニケーションは
発言・発話記録を学校現場で分析評価する方
法は確立されていない。そこで、コミュニケ
ーション腹歴と評価基準をもとに、コミュニ
ケーション活動を評価する手法を開発する。
(3)コミュニティサイトの柵漿:交流学習の

授業設計、戈施､評価をサポートするＷｅｂサ
イトを柵築する。

５．主な発表論文等

（研究代表者、研究分担者汝び連携研究背に
はＦ線）

３研究の方法

上記研究|Ｉ的の(1)から(3)に対してそれ

ぞれ以ドのような取り組みを行った。
([）｜iii報数行の視点からのコミュニケーシ
ョン能ﾉﾉの|什成要素の明確化：教科単元にお
ける言語i侭jliIに着目し、`研究脇ﾉ〕を依頼した
教員と共１，１により、教科単元に関連づけた交
流学習のモデル単元の開発を行い、それぞれ
の単元におけるコミュニケーション能力の

明確化を試みた。
(2)評1,111不法の開発：上記モデルiii元におい
て重点化したコミュニケーション場1'1｢iにつ
いてのルーブリックを開発し、実際に交流学
習場面における学習者の制作物や、コミュニ
ケーションログを対象にしたパフォーマン
ス評価を行った。

（３）コミュニティサイトの柵築：国内交流
に関しては、特に学習者間のＩＭｍＭ制作や情報
交換に使川できるホワイトボード共有型ツ
ールを便川した結果を分析し、その活用方法
の類型化を行った。また、ｕｉ１際交流に関して
は教員間のＩ１Ｉｉ報交換や進捗状況のコーディ
ネートを支援するため、Ｗｃｂサービスを用
いた進捗柵告システムを開発し、その運用を
行った。
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際交流プロジェクトにおけるコミュニケー
ション・ツール利川の分析,教育メディア研
究,１６(1)，７－１８

〔'学会発表〕（計１０件）

(1)稲垣忠言語活llilIに着F|した学校i{}|交流
学習の単元開発(2010)，第３６回全口本救育
I二学研究協議会全|｣J大会,２０１０年１１月２０１１，
Ｉ｡逆教育大学

(2)稲煩規言語活DJの深化を促す学校|H1交
流学習の授業開発と１１'「価方法の検討(20091
11本救育Ｔ学会，２００９年９月ｌ９ＥＬ東〃(人
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〔図書〕（計４件）

(1)稲垣願(2009Ｌ１ＩＩｊ報社会と変わる学校
の学び，関本英太郎編瞥，人文ﾈ'二会Ｗｊ報科
’１４人I｣Ｍ東北大学111版会、ｌ９ｐ
(2)稲垣忠・寺lIl鰯ｌｉ介(2008)。インターネッ
トを活Ｈ１した交流学ipi（水越敏行・久保|Ⅱ賢
一編」ＣＴ教育のデザイン.日本文教出版l8p

４．研究成果

上記ｲﾘﾄﾂﾞﾋﾞﾄ1的の(1)から(3)に対してそれ
ぞれ以下のような成果が得られた。
(1),|,ｉｆ報教育の視点からのコミュニケーショ



〔その他〕

ホームページ等

hlll〕://mmina-Iahne[/special/copo／
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